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2020年10月27日 米中で熾烈な開発競争となっている『自動運転』
2020年10月20日 米中対立、『5G』技術で先行する中国、追う米国

2020年10月28日

中国は『AI』開発でも米国に猛追
米中対立は今やメディアで取り上げられない日がないくらいに激化しています。このところ米側のハイテク分野での
対中強硬姿勢が目立っていますが、これは中国の技術開発の早さに対する米側の警戒心の表れだと考えられ
ます。本稿では、中国の台頭が目立ってきている技術分野に焦点を当て、シリーズとして現在の米中の開発状
況を確認してみます。4回目となる今回は、「人工知能（『AI』）」です。

 2020年現在、基礎研究においては米国と中国の差はほとんどないと言われています。個人データ利⽤の制
限の少なさが中国の『AI』研究の有利な点との指摘もあり、顔認証の『AI』システム開発などの⾯では中国の
開発が米国に先行しているというのが一般的な見方です。

 一方で、デジタル化、クラウド化、センサー化については、中国企業は米国に大きな後れをとっていると言われて
います。また、中国では安全保障上の理由で規制がかけられる分野もあり、今後の競争上の足かせになるリス
クがあります。今後、中国が規制緩和をどこまで許容するかが、競争上のポイントになると見られます。

2030年までに『AI』開発の世界トップを目指す中国

中国の規制緩和がポイント

 中国では近年、国家戦略として『AI』開発にも力が注がれています。2017年に中国国務院が発表した「次
世代『AI』発展計画」では、2020年までに世界水準に追いつき、2025年までに一部の『AI』の領域で、さら
に2030年にはすべての『AI』の領域で世界のトップに立つ、という目標が示されています。

【米国と中国の『AI』開発比較】

（出所）各種資料から、三井住友DSアセットマネジメント作成

※個別銘柄に言及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。

米国 中国
特徴 開発は企業が中心。 政府が推進するが、実行は企業が中心。

企業・大学

グーグル、マイクロソフト、アマゾン等。
スタンフォード大学、マサチューセッツ工科大学等の大
学もしっかりサポート。

テンセント、百度、ファーウェイ、アリババ等。

清華大学が2020年1月11日に発表した「AI分野で最も影響力を持つ世界の研究者ランキング」によると、
2,000人のうち、トップは米国で1,128人。中国は171人で2位。3位はドイツ。

 スタンフォード大学が、「The 2019 AI Index Report」を発行している。これによると、AIに関する研究論文
の発行数は、2019年に中国が欧州を抜いて世界でトップとなった。米国を抜いたのは2006年。但し、引⽤数
を比較すると、米国が中国や欧州の1.5倍程度と、引⽤される回数が多い。

強み 大学や企業が、海外からの人材も含めて優秀な人材
を引き付けていること。既に先行していること。

国家や地方レベルで政府のサポート。人材充実。個人
情報が利⽤可能。人々の行動監視や医療データのアク
セスが容易。

弱み 個人に関するデータは自由に使うことが難しい。 安全保障上の理由で地形図や天気図などの情報の利
⽤には制約。

https://www.smam-jp.com/market/report/keyword/global/key201027gl.html
https://www.smam-jp.com/market/report/keyword/global/key201020gl.html
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